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東 武 鉄道株式会社 

 

東武鉄道（本社：東京都墨田区）では、東京都が進めている都市計画事業である、東武東上線

「大山駅」付近の約１．６ｋｍ区間の連続立体交差事業（高架化）において、このたび東京都との

施行協定を２０２２年７月２８日（木）付で締結し事業に着手いたします。 

鉄道の高架化により８か所の踏切が除却され、踏切での交通渋滞の解消、道路と鉄道それぞれの

安全性の向上を図ります。さらに、鉄道により分断されていた地域が一体化され、安全で快適な

まちづくりが実現されます。また、この高架化により大山駅が改築され、よりご利用いただき

やすい駅に生まれ変わります。 

本事業は、２０３０年度の完成を目指しております。工事期間中は、お客様および近隣にお住まいの

方々にはご不便をおかけすることになりますが、安全を最優先に工事を進めてまいります。 

概要は別紙のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

                     

   

 

 

 

 

東武東上線「大山駅」付近の 

連続立体交差事業（高架化）に着手します 

高架化完了後イメージ 現  況 

８か所の踏切を廃止し安全性と利便性が向上します 

～２０３０年度の事業完成に向けて連続立体交差事業を推進します～ 

※お問い合わせは、東武鉄道お客さまセンター ＴＥＬ０３－５９６２－０１０２ 

 
 

△東上線第１６号踏切付近（大山駅～中板橋駅間） 

  



<別 紙> 

 

東武鉄道東上線（大山駅付近）連続立体交差事業の概要 

  

１ 事 業 種 別  連続立体交差事業 

２ 事 業 区 間  東武東上線 

下板橋～中板橋間 延長約１．６㎞ 

         住所 東京都板橋区板橋二丁目付近 ～ 仲町付近 

３ 解消される踏切数  ８か所 

４ 施行協定締結日  ２０２２年７月２８日（木） 

５ 事業完了予定  ２０３０年度 

６ 事 業 費  約４２８億円 

         （負担額 東京都：約３４２億円 東武鉄道：約８６億円） 

          なお、東京都の負担額は国費を含みます。 

以 上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

駅部横断図（イメージ） 

位置図 

 

除却される踏切 


